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■『検査と技術』2018 年（12 冊）（2 冊の増刊号を含む）
　定価：本体 1,500 円＋税
　年間購読料（送料弊社負担）：

冊子版：本体 23,500 円＋税
冊子＋電子版/個人：本体 28,500 円＋税
電子版/個人：本体 23,500 円＋税

検査部は宝の山だ！と言われているように，日々臨床業務を行う臨床検査技師の皆さんの周りには，研究テーマが
山のようにあります．研究においては，臨床の場でわからない事象を解明して臨床の場に還元していくと同時に，
還元された研究成果を精査して不明な点を再び研究に戻していくことが重要
です．この循環をうまく機能させるために，本連載では大学や大学病院，一
般病院，さらには一般企業で研究活動に取り組む皆さんに，研究活動を始め
たきっかけなどをご紹介いただきます．臨床検査技師の研究活動の“今”にご
注目ください．

■本連載の紹介
連載のはじめに　菊地良介（名古屋大学医学部附属病院）
第 1回	 「日常業務の問題点から研究への足がかり　市中病院での学術活動」
	 岩田英紘，原　祐樹（名古屋第二赤十字病院）
第 2回	 「日常業務の問題点からの研究への足がかり　探究心から始まる研究」
	 大杉千尋（公立刈田総合病院）
第 3回	 「専門性を活かした現場研究への展開　Be a specialist, not a generalist.」
	 鈴木敦夫（名古屋大学医学部附属病院）
第 4回	 「臨床現場から教育現場へ　教育機関でなすべき臨床検査技師の育成」
	 大川龍之介（東京医科歯科大学大学院）

入職からの経歴（表 1）

　私は，大学 4年生の卒業研究で病理研究室に
所属し，主にFISH（fl uorescence in situ hybrid-
ization）検査や免疫組織化学染色を経験しまし
た．卒業後は大学院の修士課程へ進学し研究に
励む一方で，細胞検査士の資格を取得しまし
た．その後現在の職場に就職し，今年で 8年目
を迎えました．入職直後に病理検査室へ配属さ
れ，現在に至ります．入職後，2年目に国際細
胞検査士，4年目に二級臨床検査士（病理），7
年目には認定病理検査技師の資格を取得しまし
た．
　学会発表については，2年目に初めて経験し
てから，主に日本臨床細胞学会や日本医学検査
学会にて毎年発表しています．6年目には日本
臨床細胞学会でシンポジストを経験させていた
だき，翌年には米国カナダ病理学会（The Unit-
ed States and Canadian Academy of Patholo-
gy：USCAP 2016），世界医学検査学会（Inter-
national Federation of Biomedical Laboratory 

Science：IFBLS 2016）の国際学会で発表する
機会をもらいました．5年目からは，愛知県臨
床検査技師会遺伝子染色体研究班の班員として
活動しています．

研究へのターニングポイント

　就職当時は，病理検査業務で与えられた仕事
をまず正確に，かつできるだけ早くこなせるよ
うに，病理検査や細胞診検査の基本について一
から勉強をしました．学生のときとは違い，現
場ではさまざまな問題に直面します．教科書に
は自分が知りたい問題点に対する解決策が載っ
ていることは少なく，論文を調べたり学会や勉
強会で知り得た知識を参考にしたりして，業務
に生かしていました．しかし，直面した問題に
答えが見つからない場合は，日常業務が忙しい
ことを理由に，気になってはいるものの解決す
ることなく，うやむやになってしまったことも
ありました．学会発表も，自分からテーマを探
したり検討したりすることはなく，今思い返せ
ば非常に受け身な業務態度であったと感じま
す．そんな私が，自主的に課題を探し検討を行
い，学会発表や論文投稿をするようになった
きっかけとしては，FISH検査の院内導入が挙
げられます．具体的に私の経験を紹介したいと
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研究のすゝ め・第1回
～Bedside to Bench, Bench to Bedside ～

「検査と技術」誌は，入職後数年内の臨床検査技師を主な読者対象としています．できるだけやさしく，わかりやすい解
説での誌面構成を心がけています．

「研究のすゝめ　〜Bedside to Bench, Bench to Bedside〜」注目の連載 
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